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石狩のカワラナデシコ観察会

日野間 彰

平成2年7月8日 、バ スに乗 って石 狩町へ626

名 の 会鍵が 集 まった集 合地点 には まだ春 の匂 いの

残る涼 しい風 が頬 をよぎ り、飛 ば される砂が私 の

靴 の中 に しのび込 んで くる,、原先生 の挨拶 と今 鰹

の予定 を聞 いたあ と海 に向けて歩 いている と、淡

い ビンクの ハマ ヒルガオ、黄色い花 をつけた コゥ

ゾリナ、 ハマ ニ ガナ、 ブ タナ、 アキ ノノゲシな ど

が 譲にはい り、ハマ エ ン ドエ ウには5幟 くらい の

豆 がつ き、ハマニ ンニ クの直立 した花穂 が風 に揺

られて涼 しげ に踊 って いる、ハマエ ン ドウの花 を

つけている もの も後 にみ つけた 突然岩 見沢の村

上先生 が 「ハマニ ンニ クの根にはニ ンニ クがっ い

ているのか」 と難 しい質闘 をする.原:先 生 が 「葉

がニ ンニ ケに似ているの だ」と適:切な鰯答 をする.

私 ならせ いぜ ・一「そ うい う話は聞い 寮 鳩とカfあ り

^ま せ ん
」 とr寧 に答え る程度 か,謡 の 方で は会員

の3ぎ女た ちが ハマ{ごルガオ と競 演するな 鰻気は や

や雲 り、i暖か なな:かの風が 気持 ちいい、 きの ら擁

開 きが行われ た と1、、う.、'・ド前のせいか 入;まそん な

に多:な い 、バ スも心 配 した渋滞 」 巻 き込 ま=耗る

こ と1よな:か・')た,二

しば し殖物の こ、ヒを.、道沿 いに は、大 きな花穂

と実;を つ けた コウボ ウム ギ 弓惟推異 株i)、 雄 はす

でに うなだれ雌 だけがた くまし くたわ わな実 をつ

1+て いる コウボウ シバ、数 は少ない ものの 自い花

を巨'疏たせて いる ハマボ ウフ ウ、花の時期 を終 え

黄緑 ～オ レン ジ色 の実が みえるハマナ スな どぴ ハ

マナ スの背 は1ギ.1～20{」m程度:ヒ低 くカーペ ッ ト状 に

広が ってお り、砂があ まり安定 してお らず栄.養状

態が よ くない ためか と思 われた.、アキ ノノゲシは

剣の よ うに鋭 い葉 が特 徴≦19酒ハマ ハ タザ ォは、よ

:見 な い と気がつ かないが 、果実の密集 ㌧て束 に

な って 虹って いる様 ニチがお も しろ く、お もわず指

でつ まんで引 き上 げて し実い六二くな る,

そ ろそ ろ会員 たちの挙動 がおか しくなる,、金 一L

装 と笈田 ・某のぷ たll}が ハ マ ニ ンニ クの実 をたた い

てほ こ りを出 し、私にあてつ けてぐホ コ リダラケ」。

福 地某 は五十 嵐氏 に向か って ド私 の ことを ガニマ

タの カモ シカな どとい うの は インケン男に きまっ

ゼ　 の フ
」 い ぢ)」=・

だんだ ん と気温が上 が って い くにつれ車が 多 く

な りほ こ りっぽ くなって きた。

防風 林 にはアキ グ ミに まじって イタチハ ギが植

え られて いる,イ タチ ハギの花 はほぼ最盛期で あ

るがそんな にめだたな い.

1!時40分 。 おめあて のカ ワラナデシ コの群落 を

発 見する。満開,、尾山、星野 、奈良 岡、安孫子 の

各氏 がルーペ を手 に観察 を始 める.花 にチ ョビヒ

ゲが生 えてい る との声 に、女性 陣 しば しヒゲの観

察 に熱 中する 、は じめ、 カ ワラナ デ シコは ともか

くヤマ トナ デシコは どこにいるのか と思 ってい た

か'、 ヒゲがあ る と聞いて 、女性 陣 はや は りみん な

ヤマ トナデ シコなのか と うなず く、、紫 色の クサ フ

ジが咲 き、ハマ ナ スの よい香 が まわ りをつつ む,

獄 マ ツ ヨ イグザの"メ"は どうい う字 を書 く

の?」 福地某 が質問,原 先生 いわ く7女 の意味:で、

名▽).女性 がかわ い くて小 さかった こ とに由 来 して

いる.、;そ う ともそ う とも,

この あ と、小 さな沼 まで 激いて二昼:食を とり解散

する,そ の聞 に見られた植物 を概 観す る と、

コ メツブ ウマ ゴヤ シ、 コシカギ ケ、 シナ ガワハ

ゴド、 シロバナ シナガ ワノ・・ギ、ブ タナ 、メマ ツヨ イ

グ号 、シロ ノメクサ 、 アカツ メクサ 、 ヒメジ ョオ

ン、 カモガヤ、 ヘ ラオ オバ コな ピ 帰化植物 がめ

だつ.,沼 ではヘ ラオモ ダカ、サ ジオモ ダカ、 ヒメ

ガマ 、ジ ョウロウ スゲな どの観察 を行 い、原先 生

の説明 を受 けた.と くに、 ジ 鐸ウロウスゲの名が

"上1⊃"と い う高 責な女性 を意味 する 言葉 に由 来

してい る との話 は印 象に残 った,
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